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ことしも またまた
四 街 道市立みそら 小 学 校 校 長 室だより
よつかいどうしりつ しようがつこう こうちようしつ

ＮＯ．５１ Ｒ６.１１.２１（木）＜こどもばん＞

＜５年生から広がったごみ拾いの輪＞
ねんせい ひろ ひろ わ

１９日はＰＴＡの会議でしたが、その時に保護者の方が「先週６年生がごみ拾い
にち かい ぎ とき ほ ご しゃ かた せんしゅう ねんせい ひろ

をしていて、感心しました。」と教えてくれました。それを聞いていた他の保護者の方々
かんしん おし き ほか ほ ご しゃ かたがた

も「いいね、みそら小。本当にいいね！」と言いました。そばで話を聞いていた校
しょう ほんとう い はなし き こう

長先生や教頭先生はとてもうれしくなりました。なぜなら、５年生が全校朝会で話
ちょうせんせい きょうとうせんせい ねんせい ぜんこうちょうかい はな

したごみ問題を自分のこととして、きちんと話を聞いてくれていたこと、 考 えるだ
もんだい じ ぶん はなし き かんが

けでなく、行動に移していたことが何よりうれしかったからです。感激して泣きそう
こうどう うつ なに かんげき な

になりました。

そこで、６年生にインタビューしてみました。
ねんせい

６年生「今までだったら、遊んでいてごみを拾おうなんて思いませんでした。全校朝会
ねんせい いま あそ ひろ おも ぜんこうちょうかい

のごみのポイ捨ての話がきっかけで、拾うことにしました。見て見ぬふりをしてはい
す はなし ひろ み み

けない、ごみがないみそらにしたい、という気持ちになりました。ごみ袋は家から持
き も ぶくろ いえ も

ってきました。」と話してくれました。また、６年生の自学ノートには「小さいごみ袋
はな ねんせい じ がく ちい ぶくろ

５袋分になりました。正直、５年生の発表がなかったら、私はごみ拾いをしてい
ふくろぶん しょうじき ねんせい はっぴょう わたし ひろ

ませんでした。今の５年生に感謝しかありません。私たちもがんばろうと思いました。」
いま ねんせい かんしゃ わたし おも

と書かれてい
か

ました。
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じ ぶん
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どう あらた

こ と が で き

る！素晴らし
す ば

いぞ！みそら

小 の子供た
しょう こ ども

ち！！
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